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超多値記録ホログラフィックメモリのための 3 次元偏光分布の制御・検出技術の開発

概 要：

近年の爆発的な情報量の増加により，ストレージ機器の消費電力の増大が問題視されている。一方で莫大

な量のデータはビックデータと呼ばれ，工学，経済，医療等さまざまな分野で活用され，人類に恩恵をもた

らしている。このような背景のもと，低消費電力，長寿命という特徴をもつ光メモリの大容量化が望まれて

いる。ホログラフィックメモリはその要求に応える技術として期待されている。共同研究者である譚教授は，

ホログラフィックメモリの分野で著名な研究者であり，光メモリ分野を牽引する研究者の一人である。ホロ

グラフィックメモリの大容量化を目的とした譚教授との共同研究は，将来の高度情報化社会を支える基盤技

術としての意義があり，ストレージ機器や情報機器をはじめとする機械と人間の調和の促進に貢献するもの

と期待される。

本在外研究では，光波の位相および偏光を情報とする超多値記録ホログラフィックメモリの基盤技術の開

発を目的とし，3 次元偏光分布の制御・検出技術の開発を実施した。提案する 3 次元偏光分布の制御技術では，

計算機合成ホログラム技術と共通光路光学系を用いているため，レンズ，回折格子などの汎用の光学素子，

および単一の空間光変調器により 3 次元偏光分布の制御が可能である。このことから従来の 3 次元偏光分布

の制御技術と比較して，簡易，小型，廉価な光学系を実現可能である。さらに，偏光素子と，強度輸送方程

式と呼ばれる非干渉の位相計測技術を用いることにより 3 次元偏光分布の検出に成功した。譚教授の研究

グープと共同研究を実施し，当初の目的である 3 次元偏光分布の制御・検出技術の開発に成功した。
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概 要：

自然科学や社会科学を含む基礎から応用までの幅広い分野での事象 (例えば，車体設計や安全性評価など)

の数理的な解明を厳密に行うとき，数式処理は誤差を伴わない厳密な計算を可能にすることで，研究開発を

支援します (MathematicaやMapleなどの「数式処理システム」が多くの方に利用されています)。本会議

ISSACは，この分野における最新の研究発表などを行う最高峰の国際会議であり，理論だけでなく，産業界

などへの数式処理システムの幅広い応用までを対象としており，多様な問題を実際的に打開する理論や技術

の発展を目的としています。近年では，代数的な処理による最適化設計支援ツール等が開発され，制御理論

における数式処理の活用も進んでいますが，人間を取り巻く環境に即した開発を厳密かつ非破壊的な方法で

行うことを数式処理は可能にしつつあります。

本会議は，主に日本人を対象とした数式処理ソフトに関するワークショップ (登録不要) の開催，数式処

理のチュートリアル (登録不要)，数式処理に関するトップカンファレンスを融合し，神戸大学大学院人間発

達環境学研究科の学術Weeks 2014 の「Kobe Computing Week 2014」として拡大開催しました。特に，国立

情報学研究所が進める「東大ロボットプロジェクト」に関する講演を 3件設定し，数学の問題を解くうえで

重要な数式処理について，内外の専門家に日本で行われている研究を幅広く周知することが出来たと考えら

れます。また，産業界への応用を視野に入れたチュートリアル講演を多く設定したことで，本会議をきっか

けに，理論と応用を融合した研究開発がさらに進むと期待されます。
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